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最近気になるのが、操縦士の飲酒だ。人

の命を預かる専門職員の勤務前の飲酒は

一義的には本人の個人責任が大きい。しか

し、検査を厳しくしても次から次へと出て

くるのはなぜだろう。航空の前はバスもそ

うだった。ベテラン労働者を退職させ、し

かも、再建を口実に、労働者に不当労働行

為を行い、国際的に指摘されても正さない

経営体質のもと、労使関係が異常で、職場

のストレスが溜まっていることも原因の

一つにあるのではと思ってしまう。 

 時々、乗客として東京行の飛行機を利用

するが、一度ひどい目にあった。折り返し

の飛行機が来ず、最終便の帰り便が欠航に

なった。私は、羽田で１時間以上前から待

っていたのに、遅延の連絡があったあと、

欠航を知らされたのは定時を過ぎてから

だった。対応は、ホテルのリストを渡され

たのみ。空港で翌日便へ予約変更した後ホ

テルへ行くと、同様の客で混雑していてひ

どい目にあった。 

マニュアル化された業務は普段はスム

ーズだが、いったん不都合なことがあると

混乱する。ベテランのパイロット、客室乗

務員だと安心感が違う。日本航空は一刻も

早く、ベテラン職員を職場に戻し、労使関

係を正常化させ、安全安心の航空会社にな

ってほしい。 

新

年

、

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

い

つ

も

変

わ

ら

ぬ

熱

い

ご

支

援

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

新

年

号

を

担

当

す

る

の

は

初

め

て

な

の

で

、

何

を

テ

ー

マ

に

し

よ

う

か

と

考

え

、

「

ス

チ

ュ

ワ

ー

デ

ス

の

お

仕

事

」

編

、

貴

重

な

着

物

姿

を

ご

披

露

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

 

左

の

写

真

は

、

１

９

８

０

年

９

月

２０

日

、

バ

ン

ク

ー

バ

ー

か

ら

成

田

へ

向

か

う

ジ

ャ

ン

ボ

機

の

２

階

、

フ

ァ

ー

ス

ト

ク

ラ

ス

の

ラ

ウ

ン

ジ

で

の

ひ

と

こ

ま

で

す

。

 

当

時

は

、

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

表

に

着

物

の

表

示

が

つ

い

て

い

る

と

、

乗

務

前

に

着

物

カ

ウ

ン

タ

ー

に

寄

っ

て

着

物

一

式

が

入

っ

た

ス

ー

ツ

ケ

ー

ス

を

受

け

取

り

、

そ

れ

を

持

っ

て

仕

事

に

出

か

け

て

い

ま

し

た

。

私

が

入

社

す

る

前

は

、

着

物

D
u
t
y

（

担

当

）

を

指

名

さ

れ

た

ス

チ

ュ

ワ

ー

デ

ス

は

、

ず

っ

と

着

物

を

着

て

い

た

そ

う

で

す

が

、

１

９

７

０

年

代

に

続

い

た

事

故

で

着

物

を

着

て

い

た

ス

チ

ュ

ワ

ー

デ

ス

が

逃

げ

遅

れ

て

亡

く

な

っ

た

こ

と

を

受

け

、

そ

れ

以

来

、

離

着

陸

時

の

着

物

着

用

は

中

止

に

な

っ

た

と

聞

い

て

い

ま

す

。

 

着

物

D
u
t
y

に

ま

つ

わ

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

は

多

々

あ

り

ま

す

。

 

例

え

ば

、

慌

て

て

着

よ

う

と

し

た

た

め

、

足

袋

を

履

く

の

を

忘

れ

て

し

ま

い

往

生

し

た

後

輩

が

い

ま

し

た

。

着

物

を

着

て

し

ま

っ

て

か

ら

で

は

、

屈

ん

で

足

袋

を

履

く

の

は

至

難

の

業

で

す

。

ま

た

、

足

袋

を

持

っ

て

く

る

の

を

忘

れ

て

し

ま

い

、

ト

イ

レ

ッ

ト

ペ

ー

パ

ー

を

足

に

ぐ

る

ぐ

る

巻

い

て

出

て

き

た

後

輩

も

い

ま

し

た

。

ジ

ャ

ン

ボ

機

の

２

階

か

ら

螺

旋

階

段

を

降

り

よ

う

と

し

て

足

を

滑

ら

せ

、

草

履

が

脱

げ

、

フ

ァ

ー

ス

ト

ク

ラ

ス

の

お

客

様

の

頭

に

命

中

さ

せ

た

強

者

も

い

ま

し

た

。

 

私

の

忘

れ

ら

れ

な

い

思

い

出

は

、

香

港

か

ら

の

帰

り

、

立

っ

て

い

ら

れ

な

い

く

ら

い

強

い

揺

れ

の

中

で

着

物



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を

着

た

時

の

こ

と

で

す

。

「

着

物

は

５

分

以

内

で

着

な

さ

い

」

と

常

々

言

わ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

Ｄ

Ｃ

─

８

と

い

う

飛

行

機

は

ジ

ャ

ン

ボ

機

に

比

べ

て

お

手

洗

い

が

狭

く

、

し

か

も

揺

れ

て

い

る

の

で

あ

ち

こ

ち

に

体

を

ぶ

つ

け

な

が

ら

汗

だ

く

に

な

っ

て

５

分

以

上

か

か

っ

て

し

ま

い

、

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

あ

」

と

飛

び

出

し

た

と

こ

ろ

、

「

あ

っ

、

今

日

は

揺

れ

て

い

る

か

ら

、

い

い

や

。

着

替

え

て

！

」

と

言

わ

れ

て

、

全

身

か

ら

力

が

抜

け

ま

し

た

。

せ

っ

か

く

苦

労

し

て

着

た

着

物

を

、

ま

た

奮

闘

し

な

が

ら

、

脱

い

で

制

服

に

着

替

え

た

時

の

あ

の

情

け

な

い

気

分

は

今

思

い

出

し

て

も

泣

き

そ

う

に

な

り

ま

す

。

 

機

内

サ

ー

ビ

ス

は

４０

年

前

と

比

べ

て

大

幅

に

変

化

し

て

い

ま

す

が

、

「

お

も

て

な

し

」

の

心

は

変

わ

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

安

全

に

対

す

る

意

識

も

同

じ

で

す

。

解

雇

さ

れ

た

１

６

５

名

に

は

１

６

５

通

り

の

経

験

の

蓄

積

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

を

一

つ

で

も

多

く

、

後

輩

に

伝

え

る

こ

と

が

私

た

ち

の

役

目

で

す

。

不

安

全

要

素

に

物

申

す

者

を

排

除

す

る

や

り

方

は

許

す

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。
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私

は

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

あ

る

と

き

、

教

会

で

神

の

声

を

聴

い

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

『

神

は

耐

え

う

る

試

練

し

か

お

与

え

に

な

ら

な

い

』

、

ど

こ

か

ら

か

そ

う

い

う

声

が

聞

こ

え

た

の

で

す

。

 

本

当

に

今

年

が

正

念

場

。

与

え

ら

れ

た

試

練

に

立

ち

向

か

う

勇

気

と

知

恵

と

行

動

力

を

、

私

た

ち

は

持

っ

て

い

る

。

そ

れ

を

信

じ

て

、

こ

の

試

練

を

乗

り

切

る

覚

悟

で

す

。

 

あ

と

も

う

少

し

、

ご

支

援

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

 

JMITU を代表して、質問やご意見を申し上げます。

 

今年 2 月の第八回共闘会議総会で、私は、「統一

要求」は、たたかいの原点でもある不当解雇撤回の

要求を土台にした要求ですねと念を申し上げまし

た。津江事務局長は、「そのとおり、不当解雇撤回

の要求を土台にして統一要求は作られている。不当

解雇撤回の要求は降ろしていない」と断言されまし

た。だから私はその時点で納得しました。ところが、

交渉等を見ていれば、「不当解雇撤回の要求ではな

い」などの発言が堂々と交渉の場で述べられてい

る。ましてや、JAL を包囲する運動も差し控えると

して共闘会議総会での意思統一がないがしろにさ

れています。2 月の時点で私は、「忖度の交渉」では、

JAL は動かないと申し上げました。こちらが JAL を

社会的に包囲する運動をやめたら、相手は少し歩み

寄って解決の方向に行くのではという忖度の態度

では、この大問題の 165 名解雇問題は解決するはず

がありません。 

それから、原告団の不団結が残念でなりません。

原告団を作り、そこに結集してたたかっているの

に、なぜ不団結になるのか。解雇当事者の要求は原

告団が取りまとめ、一致した要求で解決に向け労働

組合が交渉で解決するという本来の在り方が出来

ていないのではないでしょうか。（中略） 

JAL の首脳陣はしたたかです。団交での不誠実交

渉という不当労働行為の追求をさけるために編み

出した「特別協議」。しかし、特別協議のふたを開

ければ、だらだらと引き延ばす交渉で、何ら解決す

る態度ではないことが明らかになりました。特別協

議が会社が言う争議を解決する場になっていない

と思います。 

理由の第 1 は、JAL 側の責任者が社長でも執行役

員でもない一管理職の部長で、解雇問題を解決でき

る地位の者を出さない。まさしく不誠実でありま

す。ましてや、その責任者は元 JALFIO の書記長と

いう、団体交渉の相手より格下のものです。 

第 2 に、解決する場としておきながら解雇当事者

代表を参加させない。 

第 3 として、月に一度でたった 45 分と回数と時

間制限をする。 

第 4 は、解決する場としながらも、「解決する」

とした会社案を一度も提示もしない。 

結局、特別協議は、LCC への再雇用の説明をする

だけのものだったのではないでしょうか。（中略） 

乗員や客乗の組合執行部が、鋭意、問題解決に向

け努力されていることに敬意を表したいと思いま

す。しかし、JAL の不当な解雇を社会的に包囲する

全国のたたかいや運動を中止し、労働組合としての

労働基本権でもある「団体行動権」も行使せずに、

交渉だけで会社を追い込むことはなかなか難しい

というのが現実ではないでしょうか。（中略） 

最高裁で不当な高裁決定が確定した時、「不当決

定に屈することなく、全面的解決に向けて、力の限

り奮闘する決意」を表明されたように、今こそ、私

たちが団結してたたかおうではありませんか。

勝利の展望はたたかいの中から生まれるのです。 

私は、これからのたたかいについて、次のように

提案したいと考えます。 

1.まずは、原告団の団結を勝ち取る。現時点での原

告団・解雇当事者としての要求の取りまとめを原告

団として早急にまとめる。 

2.それらの要求（基本的には統一４項目）を団体交

渉での解決に向けて、2019 年 1 月末までの期限を切

った交渉を申し入れる。 

3.共闘会議として、全国の支援共闘会議に闘争体制

の再確立を要請する。 

4.JOC オリンピック委員会のオフィシャルパートナ

ーとなっている日航が、法律違反の不当労働行為を

行って 165 名を解雇し、その争議も解決しようとし

ていないことは、オリンピック組織委員会が掲げて

いる「社会的信頼を確保し、法規等を遵守・尊重す

る」精神から外れた行為であり、「早く解雇争議を

解決する」ように要請する。全国から 1 万～1 万 5

千通の要請ハガキに取り組みましよう。 

5.中央段階では、JAL 本社前抗議集会の再開、有楽

町の JAL 営業所前での座り込み行動の実施、山手線

駅前での宣伝行動の再開など。 

 

ぜひ、前進的に検討していただくことをお願いし

て私の意見とします。 


